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参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています
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Editorial （Free）  http://www.npojip.org/chk_tip/77-Editorial.pdf  

 

薬剤性肺炎の疫学研究から見えてきたこと 
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薬剤師国家試験に挑戦しよう（問題） 

 褥瘡の基本的考え方に関する問題 
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P56-57 

 
  ・医学研究の目的は何のため？ 

  ・二度あることは三度ある 

  ・時間に正確な人とルーズな人 

  ・思い込みや先入観 

  ・科学で「忖度」をしないために 

  ・薬剤の体への働きかたの法則 
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【NZ MEDSAFE】        リチウムの薬物相互作用 

【米国 FDA】          医薬品有害反応報告データベース 

【カナダ Health Canada】 フィンゴリモドで血小板減少 

【EU EMA】              塩化ラジウムで死亡増 

 

 

P68-69 
みんなのやさしい生命倫理  77 「生老病死」（47） 

 

前回、代理出産には生物学的要因を含めて大きな問題が多いことを示しました。今回は、代理出産のさらなる問題を

扱います。 

・揺れ動くアジアの代理出産 

・複雑なインドの状況 

・代理出産ビジネスに中国人の登場 

・代理出産の生命倫理 

・代理出産禁止の必要性 

・おわりに 
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書評 
 夫がアスペルガーと思ったとき 妻が読む本 

――誰にもわかってもらえない“ カサンドラ症候群” から抜け出す方法 
FORUM 

HPV ワクチンを巡る村中医師の主張について 
タミフルのインフルエンザ予防に対する効果について 
コレステロール低下剤をやめたが、脳梗塞の不安がある 

薬剤師国家試験に挑戦しよう（解答） 
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編集後記 


